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資料４－２  

 

 

「次世代とともに歩む」チームの活動について 

 

 活動方針  

○ SDGs においてジェンダー平等が分野横断的な価値として不可欠とされていること、ゴール５と

してジェンダー平等が掲げられていること、また、これらについてユース世代に周知しともに手を

携えて歩んでいくことが重要である。 

このため、連携会議構成団体が、ユース団体と連携しながら、ジェンダー平等に向けて、次世

代とともに活動を行うようになることを目的とする。 

 

○ SDGs におけるジェンダー平等の分野横断的価値やゴール５についての主に中学生を対象と

した副教材を作成し、ユース団体と連携しながら普及を図る。 

 

 活動内容  

 

○ 副教材の作成 

・ 文部科学省より学校教育における SDGs の位置づけについて、またチームメンバーである公

益社団法人ガールスカウト日本連盟、公益財団法人日本 YWCA、日本労働組合総連合会よ

り団体が行っているユースとの連携活動について共有いただいたうえで、副教材の原稿を作

成。 

 

・ 作成にあたっては、連携会議構成団体以外にもプラン・インターナショナル・ジャパン及び#男

女共同参画ってなんですか？から執筆協力をいただいた。 

 

・ ユース世代が手に取りやすいものとするため、御茶の水美術専門学校の学生がデザインを

担当。 

 

○ 副教材の普及 

 ・ 聞く会での周知のほか、都道府県・市町村や、連携会議に加入している各学校長会や全国都

道府県教育委員会連合会への送付、文部科学省からの周知を通して普及を図る。 

 

 

 

 

 

 


